
黒毛和種雌牛への飼料用米（籾米サイレージ）給与が生産性および肉質に及ぼす影響

［要約］黒毛和種雌牛に出荷前約７ヶ月間、濃厚飼料の３分の１に相当する量を籾米

サイレージに代替して給与したところ、牛への嗜好性は良好で、肉質的にも、枝肉重

量的にも対照区と同等の枝肉成績となった。
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［背景・ねらい］

本県特産｢近江牛｣に代表される黒毛和種の飼料の大部分は、海外からの輸入に依存して

おり、国際的な穀物需給のひっ迫や価格変動の影響を受けるため、飼料自給率の向上が課

題となっている。

一方、本県には水田が多く、水稲を家畜の飼料として利用することが、飼料の生産を

拡大するための有効な手段である。

また、飼料用米を用いた牛肉生産では「国産飼料」という安心感に加え、飼料用米には

オレイン酸の割合が多く、牛肉への香りが良いなど「美味しさ」の付加価値も期待できる。

本研究においては、飼料用米を活用した新たな肥育技術の確立に取り組むとともに、

飼料用米給与による牛肉のおいしさへの影響を検証するため、サイレージ化した籾米を黒

毛和種雌牛に給与し、その生産性および肉質について調査した。

［成果の内容・特徴］

①籾米サイレージの嗜好性は良好で、対照区との比較では濃厚飼料の摂取量は原物では

有意に多く、乾物では差はなかった（図１）。

②発育は良好で対照区との差はなかった（図２）。

③枝肉は肉質的にも、枝肉重量的にも対照区と同等の枝肉成績となった（表１）。

④食味試験では対照区よりも高い評価を得られた（表２）。

［成果の活用面・留意点］

活用面

・籾を収穫し、乾燥させずそのまま破砕処理を行い、サイレージを調整・保存でき

る体制を整備することで活用できる。

留意点

・籾米サイレージは一般的な発酵飼料と同様に、二次発酵を防ぐために密封性の高

い状態を保つ必要があり、給与直前に開封する方が品質を保つことができる。



［具体的データ］

図１ 濃厚飼料の摂取量 図２ 体重の推移

表１ 枝肉格付

表２ 食味評価

［その他］

・研究課題名

大課題名：消費者等の多様なニーズに応える高品質・高付加価値化技術の開発

中課題名：安全・安心・高品質な農畜産物の生産技術の開発

小課題名：黒毛和種雌牛への飼料用米（籾米サイレージ）給与が生産性および肉質に

及ぼす影響

・研究担当者 北川貴志(H22)、青木義和(H17～H21)、濱野貴史(H21～H22)、

山路泰介(H21～H22)

・その他特記事項
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